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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
市
政
全
般
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
に
喜
び
と
感
動

　
笠
間
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
輝
く

若
い
方
が
大
勢
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
女
子
ゴ
ル

フ
ァ
ー
畑は

た

岡お
か

奈な

紗さ

選
手
の
日
本
女
子
オ
ー
プ

ン
連
覇
と
2
週
連
続
優
勝
、
同
じ
く
金か

な

澤ざ
わ

志し

奈な

選
手
の
プ
ロ
初
優
勝
、
男
子
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
星ほ

し

野の

陸り
く

也や

選
手
が
ツ
ア
ー
大
会
で
6
位
の

成
績
を
収
め
る
な
ど
、
笠
間
市
出
身
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
活
躍
が
大
き
な
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
大
相
撲
で
は
、
昨
年
の
春
場
所
に
お

い
て
笠
間
市
出
身
の
玉た

ま

金こ
ん

剛ご
う

さ
ん
が
三
段
目

初
優
勝
を
果
た
し
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
に
お

い
て
は
、
富ふ

施せ

郁ふ
み

哉や

選
手
が
新
人
王
に
輝
く

な
ど
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
、
高

校
3
年
生
の
女
の
子
が
全
日
本
馬
術
大
会
で

昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
を
飾
り
、
自
転
車
ス

ポ
ー
ツ
「
B
M
X
レ
ー
ス
」
で
は
、
小
学
6

年
生
の
男
の
子
が
世
界
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
野
球
に
お
い

て
は
、
笠
間
高
校
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
1
試
合

26
奪
三
振
を
果
た
し
、
53
年
ぶ
り
に
茨
城
県

記
録
を
塗
り
替
え
る
新
記
録
を
達
成
し
ま
し

た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
、
詩
吟
の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
中
学
3
年
生
と
小
学
5
年
生

の
姉
妹
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
主

催
し
た
東
京
五
輪
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
中
学
3
年
生
の
女
の
子
が
全
国

2
万
6
2
9
2
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
金

賞
5
作
品
の
一
つ
に
見
事
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
こ
こ
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た

以
外
に
も
、
次
代
を
担
う
多
く
の
若
い
人
た

ち
の
活
躍
が
、
私
た
ち
に
大
き
な
喜
び
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
充
実
と
観
光
振
興
も

　
一
方
、
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
と
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
地
域
の
交
流
活
動
や
健
康

増
進
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
・
教
育
施
設
と
し
て
、
4
月
に
は
本

市
2
番
目
と
な
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
「
い
な
だ
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
、
ま

た
、
南
小
学
校
、
南
中
学
校
が
一
つ
と
な
っ

た
「
み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
」
が
開
校

し
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
昨
年
か
ら
改
修
工
事
を
進
め
て
き
た

笠
間
公
民
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
観
光
施
設
と
し
て
は
、
北
山
公
園
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
が
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
併
設
し

た
新
た
な
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
観
光
振
興
に
お
い
て
、
1
1
0
回
目
を

迎
え
た
笠
間
の
菊
ま
つ
り
は
、
茨
城
大
学
生

と
の
連
携
に
よ
り
若
者
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
に
転
換
し
て
き
ま
し

た
。
か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り
は
、
2
日
間
で

4
万
7
0
0
0
人
を
超
え
る
方
に
来
場
い
た

だ
く
ほ
ど
好
評
で
、
笠
間
市
を
代
表
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
さ
ら
な
る
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
で
は
、
旧
畜
産
試
験
場
跡
地
に

お
い
て
株
式
会
社
モ
ノ
タ
ロ
ウ
の
物
流
拠
点

が
本
格
稼
働
し
、
多
く
の
雇
用
が
創
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
空
家
対
策
、
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
な
ど
と
い
っ
た
課
題
に

も
新
た
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

昨
年
を
振
り
返
っ
て



地域交流センターいわま「あたご」
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り「
未
来
へ
の
挑
戦
」

　
笠
間
市
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年
の
合
併

時
に
8
万
1
0
0
0
人
を
超
え
て
い
た
人
口

が
、
こ
の
10
年
程
の
間
で
5
0
0
0
人
ほ
ど

減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
も
将
来
に
わ
た
り
成
長
、
発
展
、
持
続
す

る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
「
笠
間

市
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少

の
抑
制
と
自
律
的
な
都
市
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
減
少
が
続
い
て
い
た
出
生
数
が
、

平
成
28
年
は
29
人
と
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
前
年
を
上
回
る
と
い
う
嬉
し
い
結
果
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
笠
間
市
第

2
次
総
合
計
画
で
は
「
人
口
減
少
抑
制
」
と

「
地
域
経
済
活
性
化
」
を
柱
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
「
未
来
へ
の
挑

戦
」
と
し
て
定
め
、
将
来
に
わ
た
り
誰
も
が

希
望
を
持
ち
続
け
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で

豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
笠
間
市
を
こ

れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
、
保
健
、
福
祉
機
能
を
集
約

　
本
年
は
「
仕
組
み
の
改
革
に
よ
る
成
長
す

る
笠
間
づ
く
り
」
を
重
点
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
公
民
連
携
に
よ
る
柔
軟
な
発
想
な

ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
4
月
に
「
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
」

を
開
設
し
ま
す
。
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ

ま
は
、
市
立
病
院
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
一
つ
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
、
保
健
、

福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
市
立
病
院
で
は
、
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

在
宅
医
療
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
共
働
き
家
庭
の
支
援
の
た
め
病

児
保
育
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
区
に

あ
っ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
を
一
つ
に
し
て
人
と

機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増

進
、
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医

療
・
介
護
・
保
健
の
多
職
種
専
門
職
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
相
談
支
援
が
で

き
る
体
制
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
な
ど
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

新
た
な
観
光
交
流
拠
点
を
整
備

　
本
年
は
明
治
元
年
か
ら
起
算
し
て
満

1
5
0
年
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
市
内
に
も

明
治
期
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
技
術
や
文

化
遺
産
、
建
造
物
な
ど
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
明
治
期
か
ら
の
老
舗
旅
館
で
あ
り

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
廃
業
と
な
っ
た
井
筒

屋
に
つ
い
て
、
本
館
建
物
を
改
修
し
、
新
た

な
観
光
交
流
拠
点
「
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井

筒
屋
」
と
し
て
こ
の
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
周
辺
で
は
震
災
後

空
き
店
舗
が
増
加
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
の
方
々
を
中
心
に
地
域
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
最
近
で
は
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
や
居
酒
屋
、
八
百

屋
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
店
な
ど
6
店
が
新
規

出
店
す
る
な
ど
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。

　
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋
で
は
、
建
物

1
階
に
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
2
階

に
は
歴
史
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
3
階
に
は
会
議

や
集
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
建
物
の
外
に
は
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
利
用
で
き
る
交
流
広
場
も
整
備

さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
笠
間
稲
荷
門
前
通

り
の
顔
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
振
興
へ

　
地
域
の
産
業
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
地
域
資
源
で
あ
る
「
笠
間
の
栗
」
に

つ
い
て
は
、
生
産
拡
大
の
た
め
、
笠
間
市
農

業
公
社
に
お
い
て
約
14
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
栗
畑
や
、
遊
休
農

地
を
借
り
受
け
、
植
栽
・
改
植
・
剪
定
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
「
笠
間
の
栗
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
品
質
の
向
上
、
生
産
体
制

の
確
立
、
新
た
な
商
品
の
開
発
な
ど
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
昨
年
末
に
は
J
R
東
日
本
と

連
携
し
、
首
都
圏
の
主
要
駅
な
ど
に
お
い
て

「
笠
間
の
栗
」
を
使
っ
た
商
品
の
販
売
、
山

手
線
、
京
浜
東
北
線
な
ど
の
車
内
モ
ニ
タ
ー

で
の
P
R
動
画
広
告
の
ほ
か
、
J
R
東
日
本

の
特
急
、
新
幹
線
内
に
置
か
れ
る
情
報
誌
で

「
笠
間
の
栗
」
特
集
を
掲
載
し
て
も
ら
う
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
も
企
業
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

新
た
な
商
品
開
発
、
さ
ら
な
る
P
R
の
拡
大

な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
、
商
工
業
、
建
築
業
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
で
深
刻
な
後
継
者
不
足
の
課

題
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
農
業
に
お
い

て
、
家
族
以
外
の
第
三
者
へ
の
事
業
承
継
に

向
け
た
事
例
が
3
件
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
地

域
産
業
の
振
興
の
た
め
、
後
継
者
不
足
に
対

す
る
取
り
組
み
な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
輝
く
未
来
に
向
け

て
着
実
に
前
進
す
る
取
り
組
み
を
本
年
も
重

ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
の
取
り
組
み



今泉教育長に報告する田村さん

参加した皆さん

山口市長に報告する川堀さん 表彰を受けた鶴田さん

楊子葆台湾文化政務次長（右）
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　夏休みの理科自由研究の魅力を多くの人に伝えよう

と、小学生を対象にした「第1回笠間市こども理科研

究自由研究プレゼン大会」を開催しました。児童の

「理科についての関心」「自由研究についての取り組

み意欲」「プレゼンテーション能力」など、主体性を

持って生きる力を育むことを目的にしています。今回

の大会には12作品、18名の児童が参加し、下記の作

品が入賞しました。

　12月11日（月）、日本の文科省にあたる文化部の楊
ヨウ

子
シ

葆
ホ

台湾文化

政務次長一行が宍戸ヒルズＣＣをはじめ、笠間市内を視察しました。

　楊子葆台湾文化政務次長は宍戸ヒルズＣＣのコースを高く評価し、

「キャンプ地を決める体育署と一緒に検討したい」とコメント。「笠

間の食や笠間焼といった芸術は台湾でも知られている。今後も末長く

交流を進めていきたい」と話しました。

　多年にわたり、軟式野球の普及・

発展に尽力され、県軟式野球連盟

役員として組織の充実発展に貢献

した功績により、川
かわ

堀
ほり

一
いち

郎
ろう

さん（笠

間）が茨城県功績者表彰を受けま

した。

　川堀さんは現在も、笠間市体育

協会の会長として、笠間市のス

ポーツ振興に力を注いでいます。

　スポーツ推進委員として地域に

貢献した功績により、田
た

村
むら

和
かず

己
み

さ

ん（福原）が、全国スポーツ推進

委員研究協議会茨城大会で文部科

学大臣賞を受賞しました。

　田村さんは、笠間市スポーツ推

進委員として、地域に根ざしたス

ポーツ活動に尽力しており、ス

ポーツ競技の企画運営など、さま

ざまな活動に携わっています。

　笠間地区保護司会の鶴
つる

田
た

信
のぶ

晃
あき

さ

ん（随分附）が、長年にわたり罪

を犯した人の更生援助や犯罪予防

活動など保護司活動に尽力された

功績が認められ、法務大臣から表

彰されました。

　鶴田さんは平成9年から法務大

臣の委嘱を受けて保護司となり、

以来20年間ボランティアである

保護司として活動してきました。

東京五輪事前キャンプ誘致のために

「笠間市こども理科研究自由研究プレゼン大会」を開催

大　賞	 作ろう！最強の糸電話	 岩間第二小学校	 久
く

保
ぼ

田
た

　結
ゆい

、塩
しお

畑
はた

明
あ

日
す

美
み

優秀賞	 異常気象？集中豪雨について調べてみよう！！	 笠間小学校	 小
こ

林
ばやし

　照
ひかる

煌、小
こ

林
ばやし

　星
ゆめみ

夢

	 力を出すんだ！だ液くん	 みなみ学園義務教育学校	 青
あお

木
き

　奏
そ

良
ら

、佐
さ

々
さ

木
き

彩
あかね

光、林
はやし

　怜
れい

那
な

、吉
よし

澤
ざわ

　里
り

沙
さ

	 ぷよぷよ卵はできるかな	 北川根小学校	 福
ふく

島
しま

愛
あ

彩
い

璃
り

	 さとうの研究	 岩間第一小学校	 並
なみ

木
き

　美
み

奈
な

	 カブト虫とクワガタ一番すきな食べ物は?	 岩間第一小学校	 松
まつ

﨑
ざき

　　桜
さくら

スポーツ振興で
県功績者表彰

スポーツ推進で
文部科学大臣賞

保護司活動で
法務大臣表彰



まちの話題

かさまち考の皆さん

小室さん親子（左から3人）、山口市長、神田さん

稲田小　柳橋さん 友部小　須藤さん 友部中　友部さん

笠間工芸の丘の吉井社長
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　「平成29年度茨城県うるおいのあるまちづくり顕彰事業表彰式」（茨

城県主催）が11月25日（土）に石岡市で行われ、景観や住環境の向上

など、うるおいのあるまちづくりに功績のあった4団体の1つとして、

「笠間のまちと通りのこれからをみんなで考える会（通称：かさまち

考）」がまちづくりグリーンリボン賞を受賞しました。

　街並みづくりガイドラインの策定や笠間朱色の活用など、笠間稲荷

門前通りの賑わいづくり活動が評価されました。代表の沼
ぬま

田
た

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さ

　11月7日（火）、男女共同参画社会への理解と関心を深めてもらうため

に行われた標語と写真の作品コンクールにおいて、最優秀受賞者に賞状

と記念品が贈られました。

　標語コンクール最優秀賞受賞者は、友部第二中学校3年の神
かん

田
だ

千
ち

奈
な

見
み

さん。『想像しよう　未来の笠間　男女で協力　住みやすく』と、共に

助け合うことのできる社会への思いを作品に込めました。

　写真コンクール最優秀賞受賞者は、大田町の小
こ

室
むろ

峰
みね

子
こ

さん。「兄妹」

　第28回大好きいばらき作文コン

クールで、友部さくらさん（友部中

2年）、柳
やなぎ

橋
ばし

琴
こと

音
ね

さん（稲田小4年）、

須
す

藤
とう

美
はる

音
ね

さん（友部小2年）が入賞

しました。

　大好きいばらき作文コンクール

は、県内の小・中学校および高等学

校に在学する児童・生徒を対象とし

たコンクールで、今年は県内542校

の学校から、22,555点の応募があ

りました。

　県民文化センターで11月9日(木)、第56回茨城県更生保護大会が開かれ、「社会を明

るくする運動」の民間協力者として、笠間工芸の丘に法務大臣感謝状が贈られました。

　笠間工芸の丘では、法務省主唱による「社会を明るくする運動」を10数年にわたり続

けていて、その一環として陶芸体験への協力や、自社イベントで刑務所受刑者が制作した

作品を販売するなどの積極的な活動が評価されました。

んは「石畳に整備された門前通りにこれからも賑わいをつくっていきたい」と話していました。

のタイトルで、波打ち際に座り、波にさらわれないよう兄が妹の膝をおさえる姿をおさめた作品です。

　このほかに、標語コンクールでは、優秀賞6点、入選15点。写真コンクールでは、優秀賞2点が入賞しました。

入賞作品については、男女共同参画推進のために活用されます。

まちづくりグリーンリボン賞を受賞

男女共同参画推進作品コンクールで表彰

大好きいばらき作文コンクールで入賞

笠間工芸の丘に法務大臣感謝状

賞 学校名 学年 氏名 作品名

日立財団　奨励賞 友部中 2 友部さくら やさしさ。協力。思いやり。

茨城県議会議長賞 稲田小 4 柳橋　琴音 西茨城百km徒歩の旅にさん加して

日立財団　奨励賞 友部小 2 須藤　美音 わたしのゆめ



寄付金を山口市長に手渡す山城組合長（右）

有限会社三共金属工業所従業員の皆さん

左から、大平さん、富田さん、山口市長、生駒さん親子、福野さん

ＤＲＥＡＭの皆さん
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　『安全・安心まちづくり寄付金』として11月28日（火）、笠間

遊技場組合から市に寄付をいただきました。山
やま

城
しろ

栄
えい

一
いち

組合長は、

「地域の防犯、防災、交通安全等の活動に役立ててほしい」と話

していました。

　同組合からは毎年寄付をいただいていて、犯罪抑止のための防

犯カメラの設置・管理など、市民の安全を守り、安心なまちづく

りのために活用しています。

　昭和63年から押辺地区で金属製品製造を主な業務とし

て、建築部材や自動車部品等を生産している有限会社三共

金属工業所から、市に寄付金をいただきました。

　寄付にあたり三共金属工業所の鈴木社長は、「笠間市に

工場を設立して約30年。これからもこの地で頑張ってい

きたい。寄付金は笠間市の子どもたちのためにぜひ役立て

てほしい」と思いを話してくれました。

　市では寄付金を活用し、一人親家庭の資格取得等、子ど

もたちの福祉の分野に役立てます。

　茨城県の地域や産業を元気にする優れたデザインを選定する

「いばらきデザインセレクション2017」が開催され、市内から

ソーシャルデザイン部門で「酒米田んぼオーナー制度」の上郷地

域うまい米づくり研究会、テーマセレクション部門で「庭カフェ

KULA」、プロダクトデザイン部門は「陶彩選器」で笠間焼協同

組合青年部の3件が選ばれました。

　報告のため訪れたのは、上郷地域うまい米づくり研究会の生

駒さん親子、庭カフェKULAオーナーの富田さんと中庭を施工

安全・安心なまちづくりのために寄付金

子どもたちの福祉のために

いばらきデザインセレクションに選定

優
　
勝

　
　
水
戸
第
三
中
学
校

準
優
勝

　
　
中
央
中
学
校
（
埼
玉
県
）

第
三
位

　
　
友
部
中
学
校

優
　
勝

　
　
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

準
優
勝

　
　
大
空

第
三
位

　
　
友
部
さ
つ
き

第
三
位

　
　
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

第
10
回
笠
間
市
近
郊
中
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
11
回
市
長
杯
菊
ま
つ
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
19
日
（
日
）　

岩
間
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

11
月
3
日
（
金
）　
　 

　
市
民
体
育
館

スポーツファイル

した大平造園土木の大平さん、笠間焼協同組合青年部長の福野さん。どのデザインもこだわり抜いて作り上げられ

たことが伝わり、それぞれに代表者の熱意が感じられました。



まちの話題

左から、小林副校長、菅原笠間支部長

左から、石坂真岡市長、山口市長

しらさぎ会の皆さんと山口市長（中央）

石井神社大鳥居
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　LPガス機器を快適に使用し、災害時にも強いガスの重要性や利便性を

知ってもらうため、茨城県高圧ガス保安協会が小学校などに最新式のS i

センサーコンロを贈りました。

　今年度は、笠間小学校に8台のS iセンサーコンロが寄贈され、11月25

日（土）、同協会笠間支部主催で「親子ふれあい料理教室事業」が開かれま

した。料理教室には親子9組19人が参加し、笠間市ヘルスリーダーの会指

導のもと、ナポリタンやせん切り野菜の卵スープなどを作り、使いやすさ

を体感しました。

　笠間市と栃木県真岡市は11月15日（水）に、「災害時における相互応援に

関する協定」を締結しました。

　平成29年3月に「原子力災害時における笠間市民の県外広域避難に関する

協定書」を真岡市と締結したことがきっかけとなり実現しました。同協定を

結んだ3市2町の中では、すでに小山市と相互応援協定を結んでおり、真岡

市は2市目となります。

　今後、地震や水害などの大規模災害が発生し、被災者救助等の応急措置が

　11月11日（土）、12日（日）の2日間、上加賀田公民館で、上加

賀田盆栽山野草展が開催されました。同展は今年で10周年。会場

には、思い思いの盆栽や山野草100鉢以上が展示され、来場者の目

を楽しませていました。

　山野草展を主催した「しらさぎ会」は約35名の会員で運営され、

展覧会は春と秋の年2回行われています。しらさぎ会を含め、地区

では三世代交流を活発に行い、地域の高齢者から子どもまで、みん

なが交流できる機会を今後もつくっていきたいとのことです。

　石井神社（石井）参道入り口の大鳥居が、約120年ぶりに建て替えられ、

11月15日（水）、約30名の参列者や市民が見守る中、鳥居の初くぐり

や参道渡り初めなどの式典が行われました。

　石井神社は、西暦807年に社殿の再建の記録がある古く長い歴史のあ

る神社で、これまでの大鳥居は明治34年に建立された欅造りのもので

した。

　鳥居は、高さ約6m、幅8m、唐紅色の鉄製造りで、黒く塗られた木

困難となった場合は、避難者を一次収容するために必要な施設や食料品、飲料水などの生活必需品、施設の応急復

旧に必要な物資の提供など、相互に応援を行うようになりました。

　市では、今後も自治体や民間企業などと災害支援協定の締結を進め、災害時における被災者支援を充実させてい

きます。

製の屋根を施した両部鳥居です。水田和宏宮司は「氏子さんたちの力で建てられたこの大鳥居が、石井地区そして

笠間の新たなシンボルとなり、地域活性化につながれば」と話しました。

真岡市と災害時の相互応援協定を締結

笠間小学校に最新式センサーコンロを寄贈

上加賀田盆栽山野草展が10周年

約120年ぶりに石井神社大鳥居が完成
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　国体にかかわる広報・運営を担うボランティアを募集します。活動内容は以下の
とおりです。

【問い合わせ】保険年金課（内線141）、笠間支所市民窓口課（内線72123）、岩間支所市民窓口課（内線73181）

【問い合わせ】スポーツ振興課国体推進室（内線391）

新成人の
皆さんへ 20歳になったら国民年金

　国民年金は、年を取ったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えでつくられた仕組みです。具体的
には、若い頃から公的年金に加入して保険料を納め続けることで、年を取ったときや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き
手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。　
◎将来の大きな支えになります。
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任を持って運営するため、安定していますし、年
金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません。
　国民年金には、年を取ったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が残ったとき
に受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れ
ます。
◎国民年金保険料は月額16,490円（平成29年度）です。 
◎国民年金保険料の納付方法として、現金・口座振替・クレジットカード納付があります。

★「学生納付特例制度」
　学生は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予されます。対象となるの
は、学校教育法に規定される大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業年限1年以上
である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「保険料免除制度」
　所得が少なく、本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的
に困難な場合に保険料の納付が免除されます。免除される額は、全額、4分の3、半額、4分の1の４種類があります。
★「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

～　国民年金保険料の納付が困難なとき　～

※詳細は水戸南年金事務所　お客様相談室TEL029-227-3253、または、日本年金機構ホームページにも記載されています。

　平成31年9月28日（土）～10月8日（火）にかけて、県内を会場に第74回国民体育大会
「いきいき茨城ゆめ国体」が開催されます。国体を成功させるとともに、笠間市の魅力を
全国に発信できるよう、ご支援・ご協力をお願いします。

「いきいき茨城ゆめ国体」を一緒に盛り上げましょう！

活動期間

活動内容

広報ボランティア 運営ボランティア

登録後から国体終了まで

❶協賛募集

【申し込み締め切り】
　平成31年5月31日（金）まで

【申し込み締め切り】平成31年5月31日（金）まで

【申し込み締め切り】
　平成30年12月28日（金）まで

※詳細は笠間市国体ホームページをご覧いただくか、スポーツ振興課国体推進室までお問い合わせください。

　金銭または物品を協賛していただける
企業・団体を募集しています。個人協賛は
受け付けていません。

❷ボランティア募集

❸花いっぱい運動協力団体募集
　笠間市を訪れる方々を温かく歓迎する
ため、一緒に花を育てていただける方を
募集しています。

●イベントにおける国体PR活動
●国体ダンスの普及
●イベント会場及び競技会場に
おける写真・映像の撮影記録

●平成30年リハーサル大会
（7月ゴルフ、8月クレー射撃、11月軟式野球）
●平成31年本大会

受付・会場案内、弁当配布、会場設
営・整理、環境美化、駐車場整理、
駅案内所等

↓国体HPはこちら



健康ホットライン

You・遊スペシャルコンサート
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ケアプランセンターかさま

海
う み

方
か た

　裕
ひ ろ

幸
ゆ き市立病院の医療コラム�

平
成
29
年
度 

笠
間
市
健
康
づ
く
り
表
彰
受
賞
企
業
を
紹
介

キ
ヤ
ノ
ン
モ
ー
ル
ド
株
式
会
社	

（
鯉
淵
6
2
4
1
番
地
6
）

Q
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
と
て
も
面
白
い

取
り
組
み
で
す
が
、
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
も
と
も
と
は
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
た
め

の
、
1
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

よ
り
長
く
取
り
組
む
た
め
に
、
歩
数
だ
け
で
な

く
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
運
動
、
家
事
、
育
児
な
ど
も

ポ
イ
ン
ト
換
算
し
、
3
カ
月
の
期
間
内
に
目
標
の

ポ
イ
ン
ト
を
達
成
し
た
社
員
に
表
彰
と
景
品
が
設

け
ら
れ
る
今
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
社

員
の
約
7
割
が
景
品
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

Q
　
従
業
員
の
反
応
、
業
務
中
に
変
わ
っ
た
こ
と

は　
日
常
で
健
康
増
進
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

な
っ
て
お
り
、
気
分
転
換
、
集
中
力
向
上
、
社
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
健
康
増
進
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
健
康
診
断
の
結
果
を
気
に
か
け
た
り
、
が
ん

検
診
の
受
診
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　
安
全
・
安
心
・
健
康
を
第
一
優
先
に
し
て
お

り
、
特
に
健
康
に
つ
な
が
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

当
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
仕
事
は
明
る
く
、
楽

し
く
、
元
気
よ
く
」
と
い
う
考
え
に
も
合
致
し
て

い
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q
　
こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
活
動
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
企
業
に
一
言

　
健
康
づ
く
り
活
動
は
単
に
身
体
だ
け
で
な
く
、

健
康
に
対
す
る
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

集
中
力
の
向
上
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
メ
ン
タ
ル
面

の
ケ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
と
い
っ
た
、
簡

単
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
い
て
、
一

緒
に
笠
間
市
を
い
つ
ま
で
も
活
気
あ
る
元
気
な
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
増
進
課
　
T
E
L
0
2
9
6
―
77
―
9
1
4
5

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
回

受
賞
し
た
企
業
は
、
鯉
淵
に
あ
る
キ
ヤ
ノ
ン
モ
ー
ル
ド
株
式
会
社
さ
ん
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
河
又
隊
員

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
。

左から、キヤノンモールド
人事課の古川課長と、地域
おこし協力隊の河又隊員

就業前のラジオ体操

訪問先

　11月11日（土）、12日（日）の2日間、友部公民館で「第
10回 YOU・遊文化スクール」が開催されました。笠間
市文化協会では、毎年幼児から大人までが参加できる
親子交流・三世代交流を目的とした楽しい体験型文化
祭を開催しています。
　参加した皆さんは、日本の伝統文化である俳句や短
歌、茶道、盆栽づくり、陶芸を体験したほか、普段な
かなか触れる機会の少ない青森ねぶた囃子などの楽器
を鳴らしたり、家族とともに楽しみながら文化体験を
することができました。
　また、今年は文化協会発足10周年を記念して、「You・
遊スペシャルコンサート」が開催されました。市内の学
校から募集した子ども短歌、俳句の作品を合唱曲にし
て、多くの合唱団の参加により盛大に行われました。

「第10回You・遊文化スクール」を開催しました

生涯学習だより ■問い合わせ／生涯学習課（内線383）

ー Life  Long  Learning ー
Life Long Learning= 生涯学習

70



市長コラム

【申し込み・問い合わせ】一般社団法人 市国際交流協会　TEL090-2761-8711（木村美枝子）

国際交流佐白山ハイキング

相馬主殿著「贈友談話」
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　英単語3語以内で話す日米友達会話です。学校で習った表現にプラスして使うとコミュニケーションに親密さが
生まれ、自然な会話で外国人と仲良くなれます。さあ、世界に友達を作って交流を始めましょう。

アメリカ英語 カタカナ表記アメリカ英語 ローマ字表記 日本語
Don’t go yet. ドント　ゴー　イェット Mada ikanaide. まだ、行かないで。

My I go? メイ　アイ　ゴー？ Ittemo i i? 行ってもいい？

I’m hungry. アイム　ハングリー Onaka-ga suita. お腹がすいた。

I’m thirsty. アイム　サースティー Nodo-ga kawaita. のどが渇いた。

How about dinner? ハウ　アバウト　ディナー？ Shokuji shinai? 食事しない？

Have you ordered? ハブ　ユー　オーダード？ Chumon shita? 注文した？

Looks delicious. ルックス　デリシャス Oishiso. 美味しそう。

Smells good. スメルズ　グッド Iinioi. いいにおい。

世界の料理教室　インド料理キーマカレーとインドのケーキ　
　日　時：2月18日（日）（午前11時30分～午後２時）
　会　場：国際交流協会員宅（申し込み時にお伝えします）
　講　師：木村美枝子、チャーリカ・ランディル（予定）
　会　費：1,000円
　家族で笠間市に在住しているチャーリカさんがインド料理を紹介。参加者
の皆さんで調理していただきます。希望者は国際交流協会まで申し込んでく
ださい。先着12名まで受け付けます。
2月の日本語教室開講日ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

3日（土）、10日（土）、17日（土）（友部公民館午前10時～）
※外国人相談も受け付けています。

◦
2
月
の
国
際
交
流
情
報
◦

新
撰
組
最
後
の
隊
長

　
本
年
は
、
日
本
が
近
代
国
家
へ
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
っ
た
明
治
維
新

か
ら
1
5
0
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
幕
末
に
京
都
を
拠
点
に
、
会
津
藩

の
比
護
を
受
け
、
江
戸
幕
府
の
見
守

り
役
を
担
っ
た
組
織
が
新
撰
組
で

す
。

　
新
撰
組
の
初
代
局
長
は
、
行
方
出

身
の
芹せ

り

沢ざ
わ

鴨か
も

で
、
土ひ

じ

方か
た

歳と
し

三ぞ
う

、
近こ

ん

藤ど
う

勇い
さ
み

、
沖お

き

田た

総そ
う

司じ

等
、
誰
も
が
知
る
人

物
を
中
心
に
、
歴
史
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
最
後
の
隊
長
と
な
っ
た

の
が
、
笠
間
市
出
身
の
元
笠
間
藩

士
、
相そ

う

馬ま

主と
の
も殿

で
す
。
笠
間
藩
を
脱

藩
し
、
隊
員
と
し
て
幕
末
の
混
乱
を

乗
り
越
え
た
人
物
で
す
が
、
歴
史
上

に
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
で
も
、
知
る
方
は
数
少
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
新
撰
組
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
等
が
放
映
さ

れ
、
そ
し
て
現
在
で
も
多
く
の
新
撰

組
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
の
で
、
関
連
自

治
体
で
は
、
新
撰
組
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幕
末
に
お
け
る
新
撰
組
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
歴
史
上
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
の

隊
長
が
笠
間
市
出
身
で
、
明
治
の
前

期
ま
で
生
存
し
た
こ
と
は
史
実
で

す
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、
新
撰
組
最
後

の
隊
長
、
相
馬
主
殿
企
画
展
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
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日付 行　　事

１ 木
かさまの陶雛〜桃宴 TOUEN 〜（3月4日まで）

陶の小怪ほか（やまさき陶苑 ℡0296-72-6865）

２ 金

３ 土

節分追儺式／節分祭
[笠 間 稲 荷 神 社] 15:00～、19:00～
[常陸国出雲大社] 15:00～

（（一社）笠間観光協会 ℡0296-72-9222）

４ 日

５ 月
いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

６ 火

特設無料人権相談　10:00～15:00　
　市民センターいわま

(水戸地方法務局 ℡029-227-9919)
行政相談　13:00～15:00
　市民センターいわま（秘書課 内線226)　

７ 水

８ 木

９ 金

10 土

11 日

建国記念の日
第11回笠間初午いなり寿司まつり
　10:00～15:00

※雨天時は翌日に順延
笠間稲荷神社（商工観光課 内線510）

天狗の郷バザールdeいわま　9:00～15:00
地域交流センターいわま「あたご」周辺

（根本 ℡090-3009-7883）
普通救命講習会　9:00～12:00　消防本部3階

(笠間市消防本部 ℡0296-73-0119)

※平日夜間19:00～21:00（土曜日・祝日・年末年始を除く）は笠
間市立病院で初期救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、診療を受け
てください。

※上記以外の課の窓口延長業務は行っていません。

2月の休日救急診療当番（9:00～17:00）
◎窓口延長サービス

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

12日 月　 あやか内科クリニック 0296-71-3022

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8:30～12:00 市民課
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17:15～19:30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17:15～19:30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17:15～19:30 市民窓口課

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内9:30～16:00）。祝日は休み。
※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（岩間保健センター内10:00～16:00）。
　祝日は休み。その他、臨時休があります。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

情報カレンダー 2月
日付 行　　事

12 月 振替休日

13 火 いこいの家はなさか 休館日

14 水

15 木

16 金 確定申告　3月15日まで（税務課 内線113）　

17 土
笠間市人権教育講演会　

講師：伊藤真波（元パラリンピック競泳日本代表）
友部公民館大ホール（生涯学習課 内線384）

18 日

19 月 いこいの家はなさか 休館日　

20 火

21 水 行政書士無料相談会　13:00～16:00　
笠間市役所本所1階ロビー(秘書課 内線226)

22 木

23 金

24 土
カサマルシェ　9:00～12:00
　友部公民館前（農政課 内線527）
第3回笠間歴史フォーラム　13:00～17:00

笠間公民館大ホール（生涯学習課 内線383）

25 日

休日納税相談窓口【市役所本所】　8:30～12:00
（収税課 内線118）

友部駅前フリーマーケット　9:00～13:00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

（佐藤 ℡090-3245-0880）

26 月 いこいの家はなさか 休館日

27 火

28 水



笠間市地域おこし協力隊 活動報告

地域おこし
協力隊とは

 地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

【問い合わせ】まちづくり推進課（内線 538）

ブログやフェイスブックも
ご覧ください

ブログ▶ http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook ▶ https://www.facebook.com/Kasamartowa

かさま子ども園で英語あそび

12平成30年　広報かさま1月号（vol.142）

【問い合わせ】市民活動課（内線133）

大切にしたい「アロハ精神」笠間市国際交
流員

IAN's
View
イアンズビ

ュー

Vol.
5

笠間と日本茶

プロフィール 河
かわ

又
また

　恵
けい

太
た

（29歳）神奈川県より移住

No.
53

　もうすっかり冬になり、温かいお茶がおいしい季節になり
ました。私は前職で日本茶の販売をしていたこともあり、普
段から家でも急須を使ってお茶をいれて飲んでいます。「若
いのに珍しいね」と言われますが、いれ方でさまざまな表情
を見せてくれる日本茶は、年齢に関係なく楽しめるものだと
思います。
　笠間に来て日本茶のお店が少ないと思っていましたが、市
内を歩いていると、何軒かお茶のお店を見つけることができ
ました。町の方々の話を聞くと、笠間には昔、製茶工場があり、
家で採れたお茶を製茶して飲んでいたとのこと。以前は日本
茶が生活と深く結びついていたのだと感じました。
　11月には自分で製作した小屋で日本茶のいれ方のコツをお話しながらおもてなしをするというイベン
トを開催しました。昔は生活に根差していた日本茶。これからも笠間とお茶のことを調べつつ、その美味
しさ、楽しさが伝わるような活動ができたら良いなと考えています。

　Aloha and Happy New Year! 
　皆さんはお正月いかがお過ごしでしたか？リフレッシュはでき
ましたか？
　新年を迎えると1年の目標を立てる方がいると思いますが、
ハワイでもそれは共通です。英語で新年の抱負は「New Year’s 
Resolution」といいます。「What is your New Year’s Resolution?

（あなたの新年の抱負はなんですか？）」というフレーズで聞きま
す。聞かれた人は「My New Year’s Resolution is to…（私の新年
の抱負は～）」という返事をします。
　私は今年、2つの目標を立てました。1つ目は、笠間市の多く
の皆さんと関わり、英語や海外の文化をたくさんシェアすること
です。2つ目は、「アロハのある生活」を送ることです。アロハは
ハワイ語で「こんにちは」や「さようなら」、「ようこそ」などを表

す言葉です。しかし、アロハの意味は奥深く、友好や愛情、思いやりの精神という意味を持つ言葉でもあ
ります。アロハはそういった気持ちや精神をあげたり、もらったりするものです。そして、アロハはまた
ポジティブ・フィーリングで生活することでもあります。
　アロハ精神はハワイ州の法律になっているほど、ハワイの文化においては大きな要素です。住民はアロ
ハ精神を忘れず、振る舞いをしなければならないという法律です。守らなくても取り締まられることはあ
りませんが、「ハワイはアロハの州」という愛称で呼ばれているくらい、最もハワイの本質を捕らえてい
る言葉といわれています。私はそのようなアロハ精神を大切に、1年間過ごしていきます。

小屋でお茶をいれる
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各館の行事予定
笠間図書館 友部図書館 岩間図書館

◆おはなし会
　（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
2月02日（金）
　『おかあさんのパンツ2』ほか
2月16日（金）
　『こねこちゃんこねこちゃん』ほか

◆おはなし会
　(4歳～小学生向け　午後2時～）
2月04日（日）
　『ぽっかぽかのおまじない』ほか　　　
　〈ハッピー〉
2月11日（日）
　『ぼくのおべんとう』ほか
　〈箱田エプロン・ママーズ〉
2月18日（日）
　『ゆきのひの ゆうびんやさん』ほか
　〈アイ アイ〉
2月25日（日）
　『おしくら・まんじゅう』ほか
　〈はあとtoはあと〉
◆上映会（午後2時～）
2月17日（土）『最高のふたり』（83分）

◆ギャラリー
◇1月26日（金）～ 2月21日（水）
　「笠間焼陶雛展」

◆おはなし会
　（0歳～3歳向け　午前11時～）
2月01日（木）
　『ゆきぐにからきたラッセルくん』ほか
2月15日（木）
　『すごいねじょうずだね』ほか
◆おはなし会
　(4歳～小学生向け　午前11時～)
2月04日（日）来てのおたのしみ！
　〈すみれのWA〉
2月18日（日）
　『おかあさんだいすきだよ』ほか
　〈いずみ〉
◆名作映画会（午後2時～）
2月25日（日）『米百俵』（98分）
◆ ギャラリー

◇1月23日（火）～ 2月04日（日）
　「水墨画展示」笠間墨水会
◇2月06日（火）～ 2月18日（日）
「絵画・立体工作・造形作品・作業
製品等展示」
県立友部特別支援学校

◇2月20日（火）～ 3月04日（日）
「押し花展示」
押し花アートひまわり会

◆おはなし会
　（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
2月02日（金）
　『まめのかぞえうた』ほか
　場所:岩間子育て支援センター
　　　　くりのこ

◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会
　（午後2時～2時30分）
　2月04日（日）
　『いろいろおふろはいり隊！』ほか
◇おはなしのとびら
　（午後2時～2時30分）
　2月10日（土）『おにのつの』ほか
　〈めだかクラブ〉
　2月24日（土）
　来てのおたのしみ！
　〈めだかクラブ〉

書籍
CD

DVD

　　　　　　　　　　　　　　　 〈Twitter アカウント〉
笠間図書館 ☎ 0296-72-5046　@kasama_klib
友部図書館 ☎ 0296-78-1200　@tomobe_klib
岩間図書館 ☎ 0299-45-2082　@iwama_klib

としょかん

2月

☆リユースフェアを開催します

☆笠間図書館（ギャラリー紹介）
　笠間図書館では毎月、さまざまな企画で
ギャラリー展示を行っています。
　現在は「絵本のかほり展」（1月23日（火）
まで）を開催しています。ぜひお立ち寄りく
ださい。

日　時 場　所 留意事項

岩間図書館

平成30年1月26日（金）
午前9時から午後5時
※午前8時30分から整理券を配布します。
※午前9時から10時30分は整理券による入場
制限を行い、10時45分以降は自由に入場で
きます。

市民センターいわま
2階会議室

◦資料を持ち帰る袋をお持ちくださ
い。袋、ダンボール等は用意して
いません。

◦ご利用にあたっては1冊につき10
円程度の寄付にご協力ください。
なお、釣銭のないよう小銭の用意
をお願いします。

◦営利目的での利用は固くお断りし
ます。

◦一部冊数制限あり。
笠間図書館

平成30年2月24日（土）
午前9時から午後5時
※午前8時30分から整理券を配布し、9時から
入場となります。整理券の利用者が終了次
第、自由入場となります。

笠間図書館　
2階ホール

～「絵本のかほり展」主催者より～
　冬はもう春にむかって歩きはじめている。
　雪の中の小さな芽も、白い息を吐きながら静かに呼吸をしている。
　今回はそんな季節にうまれた２作品の絵本原画を展示しています。どち
らも雪だまの出てくるお話を色鉛筆とパステルで描きました。『絵本のか
ほり』を感じながらご覧いただければと思います。



毎月第 2・第 4 土曜日は 

水戸市千波オフィスで塗り替え相談会を開催します。 
 

1 月 13 日（土）・27 日（土）に開催です！ 

一般社団法人 日本住宅塗装協会 

〒3100851 水戸市千波町 20744 

http://www.jhpa.or.jp   info@jhpa.or.jp 

ご相談電話 0120－277－767

外壁塗装の相見積り診断、 

好評受付中です！ 

笠間市小原1216　TEL.0296-77-7845

畳表替え
襖張替え
障子張替え（大）…
アミ戸張替え（大）…
◎オーダーカーテンもやってます

日ごろの感謝を込めて
全品10％OFF

国産品なら
畳工房ニタイラ

………3,900円～
………2,800円～

1,780円　
2,100円　

他社と比べて下さい
見積もり無料

おかげさまで8周年を
迎えることができました。

（2月末まで）
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◎昼下がりの節分タンゴコンサート
日時▶2月3日（土）午後1時30分

～4時30分
場所▶笠間の家（下市毛79-9）
参加費▶1,500円（ドリンク付き）

◎早
はや

川
かわ

千
ち

丈
ひろ

ハープミニライブ
　ボイストレーニング講座も好評の
早川先生によるミニライブ。

日時▶2月15日（木）午後3時～3
時30分

場所▶笠間の家
参加費▶500円（季節の紅茶付き）

問 笠間の家　TEL 0296-73-5521

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 11月22日）
 【搬入車両等対策】 
　搬入車両について市内4カ所で監視活動（市内通過禁止区域の現地確認
等）を行い、各班からその結果報告を受けた。
　◦1班　「エコフロンティアかさま」入口　　◦2班　「才木交差点」角
　◦3班　逆川「芸術の森公園」入口　　　　　◦4班　施設内（管理棟前）
　　
 【監視活動結果】 　
①「エコフロンティアかさま」入場にあたって、周辺道路上での待機車両

はなかった。搬入車両の分散化や走行速度も守られており、特に問題
はなかった。また、埋立地に搬入した車両の車体およびタイヤ洗浄に
ついても、ともに実施していることを確認した。

②「才木交差点」および「エコフロンティアかさま」施設内（管理棟前）での監視において、搬入業者に義務付けて
いるステッカー標示がない搬入車両と思われる車両4台について、事業団に調査を依頼した。

（なお、事業団にて調査した結果、ステッカー標示がない搬入車両4台は廃棄物の搬入車両であることが判明したた
め排出事業者・収集運搬業者に対して厳しく指導を行った）
　　
 【次回の監視活動】 　施設モニタリング、排ガスの維持管理、浸出水の放流について実施。

　　
※今回の監視でエコフロンティアかさまへ搬入している産廃車両に市内通過禁止区域を通行した搬入車両はありま
せんでした。

車両監視を実施

 1月の納税等  納期限：１月３１日（水）
・市県民税（4期分） 　・国民健康保険税（8期分）
・後期高齢者医療保険料（7期分）
　
※納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。納
期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税をお
願いします。

　口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

笠間の家バラエティに富んだ講座を提供しま
す。詳しくは1月発行の案内チラシ
をご覧ください。

場所▶「トモア」各施設
◎キッズ身体能力向上スクール
　「エリートキッズ」新体制生徒募集
　頭を使いながら楽しくコーディ
ネーショントレーニングを行うこと
で、身体を動かす喜びを感じながら
効率的に身体能力をアップします。

日時▶月2回・隔週土曜日　①3
歳以上の未就学児　午前9時～
9時55分②小学生1　午前10時
～10時50分　③小学生2　午

前11時 ～11時50分（2月 の 日
程　2月10日（土）・24日（土））

場所▶地域交流センターともべ
「トモア」健康ルーム

対象▶①未就学児②小学生③小学
生

参加費▶各クラス4,000円（+税）
／月2回）

申し込み方法▶電話で受け付け
※途中入会もOK・体験レッスンお
一人様1回まで1,500円（+税）
申・問 地域交流センターともべ
　「トモア」　TEL 0296-71-6637



情報コーナー 申…申し込み　問…問い合わせ

須藤玲子「たなばた」　平成17年（2005）
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◎企画展
　「いばらき工芸大全Ⅲ　染織の巻」 
　いばらきの工芸品を紹介するシ
リーズの第3弾。まとまって見る機
会の少ないいばらきの「染織」約80
点により、時代を超えて受け継がれ
る技と作品の魅力を紹介します。

開催期間▶3月11日（日）まで
入館料▶一般720（570）円、高

大生510（410円）、小中生260
（210）円

　※（　）内は20名以上の団体料金
休館日▶月曜（ただし、祝日の場

合は開館し翌日休館)　　　
問 県陶芸美術館
　TEL 0296-70-0011

◎「住宅・土地統計調査」全国一斉
事前調査

　平成30年10月1日を基準として
実施する「平成30年住宅・土地統計
調査」を円滑に進めるため、事前調
査を全国一斉に実施します。
　本調査は、調査票等を個別に配布
することはなく、外観から目視によ
り、住宅等の位置を示した「単位区
設定図」を作成する調査です。調査
期間中、統計調査員が担当する調査
区内を巡回し、目視での調査活動を
実施しますのでご協力をお願いしま
す。

調査期間▶
　平成30年1月中旬～2月中旬
調査区▶笠間市の全域

　※かたり調査にご注意下さい
　統計調査員と偽り、詐欺等を行う
者に十分注意してください。統計調
査における金銭の要求は絶対にあり
ません。
問 企画政策課統計G（内551）

◎トモア駅前シネマ
　毎週木曜日は「映画の日」。週替
わりで懐かしの名画・話題の映画を
上映します。

時間▶毎週木曜日①午前10時～
②午後1時～③午後4時～④午
後7時～

笠間市

茨城県陶芸美術館 トモア

（内容は、トモア掲示板および館内
のチラシをご覧ください）

場所▶地域交流センターともべ
「トモア」マルチホール

◎第1回トモアまつり
　日々トモアで活動する市民活動団
体の紹介・活動の成果を披露し、来
場者や団体同士の新たな出会いと交
流の機会をつくります。
　日時▶2月17日（土）、18日（日）　
　　午前9時～

内容▶活動発表、ワークショップ、
作品展示・販売、大芋煮会など。
激辛ヒーハーまつりも同時開催。

場所▶「トモア」各施設
◎カルチャースクール開講
　平成30年4月から、トモアに「カ
ルチャースクール」がオープンしま
す！各方面で活躍する講師に招き、

平成29年分の確定申告会場開設期間は
2月16日（金）から3月15日（木）です（中央ビル）

※確定申告会場開設期間中、水戸税務署の庁舎では申告相談を行っていませんのでご注意ください。

【会　　場】「中央ビル（４階）」水戸市泉町2－3－2　 ※無料駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。
【開設期間】平成30年2月1６日（金）～3月1５日（木）　※土、日を除きます（ただし、2月18日、25日の日曜日は開場）。
【受付時間】午前9時から午後4時　※会場は混雑するため、長時間お待ちいただく場合があります。
【そ の 他】申告会場では、ご自身でパソコンを操作し、申告書を作成していただくことを基本としています。

申告書提出にはマイナンバーの記載および本人確認書類（番号確認と身元確認）の提示または写しの
添付が必要です。

※前年申告において笠間市、税理士会、青色申告会等による相談会場で申告書を提出された方には、申告書の送付に代えて「確定
申告のお知らせ」が送付されます。申告書、計算書、説明書等が必要な場合は国税庁ホームページからダウンロードできます。

〒310-8666　水戸市北見町１－１７　（代表電話）029（231）4211お問い合わせ
水戸税務署

※自動音声でご案内していますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。

ご自宅等のパソコンから、
「作成コーナー」で検索。

「作成コーナー」へ
アクセス

1
画面の案内に従って金額
等を入力し、申告書等を
作成。

申告書を作成 申告書を提出2 3
　　　　　　　の場合
印刷して郵送等で提出。

申告書をご自宅等で作成される際、
電話での問い合わせができます。

　　　　　 の場合事前
準備が必要です。マイナ
ンバーカード等が必要と
なります。

タブレット端末等を
ご使用の方はこちら
をご利用ください

水戸税務署からの
お知らせ

※「中央ビル」へのお問い合わせはご遠慮ください。

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎0570-01-5901

e   -   コ  ク  ゼ  イ

●作成コーナーの操作方法などに関する
　ご質問
月曜日～金曜日　9:00～17:00
（祝日等および12月29日～1月3日を除きます。）

（全国一律市内通話料金）

国税庁ホームページ　
ｗｗｗ.nta.go.jp

作成コーナー

●書面提出

●e-Tax

申告書作成から提出までの流れインターネットで
申告ができます！

検 索

案　内



会員の皆さん

読本を執筆されている先生方

笠間の文化財読本と
小中学生の研究紀要

総会後の講演会

小学生郷土教室
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　笠間市文化財愛護協会の主な活動
は5つあります。
　1つ目は、「笠間の文化財読本」
の発行です。郷土史を研究している
先生方に依頼して、会員や市内の小
中学校、公民館等の公共施設に配布
しています。
　2つ目は、会員を対象に総会の
後、笠間の歴史や文化財についての
講演会を実施しています。
　3つ目は、市内の小学生を対象
に、笠間の歴史や文化財についての
教室を開いています。
　4つ目は、市内の小中学生に依頼
して、笠間に関する研究をまとめて
もらい、公民館で掲示による発表を
しています。さらに、研究紀要を作
成してもらい、市内の各学校に配布
しています。
　5つ目は、会員相互の親睦も兼ね
て視察研修を行っています。昨年
は、栃木県で広重美術館や雲巌寺な
どの見学をしてきました。

～市文化財の調査と
普及を目指して～

代　表：海
かい

藤
とう

　清
せい

治
じ

（大橋）
設　立：昭和45年
会員数：276人

　この会は、昭和45年に当時の文化庁から笠間市が文化財愛護モデル地区に指定されたのを
契機に組織されました。文化財は、祖先が残してくれた尊い遺産であり、これらを保護し後世に
伝えることは、私たちの義務でもあります。
　平成22年からは、友部・岩間両地区の文化財も調査の対象とし、両地区からも多数入会いた
だいています。
　私たちは、過去を知ることにより、より深く現在を理解することができ、明日の文化の創造に
もつながります。今後も、文化財の保護と顕彰に努め郷土愛を高めていきたいと思います。

代表　海藤　清治さんより

かさま市民力
シリーズ131 笠

ふるさと

間に生きる人たち

このコーナーでは、市民の皆さんが自らの
活動で地域貢献している団体などを紹介し
ます。掲載を希望する団体は市民活動課へ
ご連絡ください。

笠間市文化財愛護協会



ボートレースチケットショップ岩間　施設の様子
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ボートレースチケットショップ岩間

売上の一部が地域貢献に！
　ボートレースチケットショップ岩間は、浜名湖競艇企業団（静岡県浜松市およ
び湖西市）がモーターボート競走法に基づき開場しているボートレースの場外発
売場で、昨年11月のリニューアルにより、さらに快適な施設になりました。
　同企業団から、市との協定に基づき毎年売上の一部（平成28年度は約4,460
万円）が地域貢献の一環として支払われ、市では行政運営の貴重な財源として活
用しています。
　また、「笠間の菊まつり」期間中には菊を展示し、多くの来場者に菊まつりを
PRしたり、毎月１回の施設周辺の清掃により環境美化に貢献するなど、地域の
皆さんに愛される施設を目指した取り組みを行っています。

◆個人会員・・・1口　2,000円　　◆法人会員・・・1口　10,000円
♪公開レッスン聴講券　3枚
♪コンサートチケット　2枚
♪受講生コンサートチケット　1枚
♪会社・団体等の広告
　※法人会員のみ（プログラムへの社名の掲載）

♪アカデミープログラム冊子進呈（希望者のみ）
♪アカデミー報告書の送付（希望者のみ）
入会申込書は市内各公共施設にあります。
また、市ホームページからもダウンロードできます
（「友の会会員募集」で検索）
生涯学習課、笠間公民館、友部公民館、岩間公民館
受付時間　午前8時30分〜午後5時15分
茨城国際音楽アカデミーinかさま友の会事務局（生涯学習課内）
〒309-1792　笠間市中央三丁目2番1号　　TEL 0296-77-1101　 FAX 0296-71-3220
　　3月9日（金）

アカデミーの運営に係るボランティアスタッフを募集します。
 業　　　　務 　コンサート会場業務、レッスン室管理など
 申し込み期限 　2月16日（金）

　友の会は「茨城国際音楽アカデミーinかさま」を愛好し、さまざまな形で支援する団体です。皆さまのご協力
をお願いします。

『第１４回茨城国際音楽アカデミーinかさま』友の会会員募集

※下記①を1枚+②〜④のうちのいずれか1枚
　①3月21日　伊藤恵　ピアノ・リサイタル
　②3月23日　ミュージアム・コンサート
　③3月25日　ザハール・ブロン
　　15:00〜　　 　アフタヌーン・コンサート
　④3月25日　川久保賜紀
　　13:00〜　　　アフタヌーン・コンサート

会員特典
年 会 費

入会方法

申し込み期限

窓　　口

郵送・ＦＡＸ

サポートスタッフ
募集
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稲
田
石
が
施
工
さ
れ
た
の
は
、

東
京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
中
央
の

ひ
と
き
わ
白
い
部
分
で
、
訪
れ
た

方
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
石
畳
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。

　

石
畳
に
使
用
さ
れ
た
稲
田
石

は
、
駅
舎
か
ら
幅
約
20
ｍ
、
長
さ

約
85
ｍ
に
わ
た
り
ぎ
っ
し
り
と
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
顔
、
陸
の
玄
関
口
と
も

い
え
る
東
京
駅
に
使
用
さ
れ
、
我

が
ま
ち
の
誇
り
が
ま
た
一
つ
増
え

ま
し
た
。

我
が
ま
ち
の
誇
り「
稲
田
石
」

東
京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
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こ
の
た
び
、
東
京
駅
が
開
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
次
の
1
0
0
年
を
見
据
え
、

丸
の
内
駅
舎
と
と
も
に
永
く
親
し

ま
れ
る
広
場
空
間
と
し
て
都
市
の

広
場
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
に
は
緑
陰
豊
か
な
ケ

ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
、
丸
の
内
駅
舎

正
面
の
行
幸
通
り
と
デ
ザ
イ
ン
的

な
統
一
を
図
る
こ
と
で
、
日
本
を

代
表
す
る
都
市
景
観
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
部
の
歩
行
者
空
間

も
格
調
高
い
、
白
を
基
調
と
し
た

御
影
石
と
な
り
、
今
回
、
そ
の
歩

行
者
部
分
に
笠
間
の
地
場
産
業
の

一
つ
で
あ
る
「
稲
田
石
」
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
、
稲
田
石
の
発
展
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
稲
田
石
の
利

用
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

稲
田
石
の
発
展
に
弾
み

稲田石材商工業協同組合
理事長

友
とも

常
つね

　卓
たかし

さん



http://kasamacity-kidskan.com　問い合わせ：笠間キッズ館 TEL0296-77-8340

http://kasama-pocket.jp　　　　 問い合わせ：子ども福祉課 TEL0296-77-1101（内線162）

笠間キッズ館アドレス

かさまぽけっとアドレス

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile

人口と世帯数
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1 2 3 4 5

1 2

1 2 1 2

3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

白味噌
　片栗粉
　水
パセリ（みじん切り）
塩
こしょう

家族と一緒に食卓を囲み、このレシピをためしてみませんか？
毎月19日は「食育の日」

笠間市ヘルスリーダーの会が
紹介する

かさま食彩かさま食彩

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で1名様に差し上げます。このコーナー
や広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課
まではがき（持参可）でお申し込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

【笠間焼の提供】原田みどり（南吉原）　サイズ：約18㎝×約20cm
1月号締め切り：1月31日（水）必着笠間焼うつわプレゼント

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

……… 食事バランスガイド ………
0
3.5SV
2.5SV
0
0

・エネルギー
・たんぱく質
・脂　　　質
・塩　　　分

栄養成分（1人分）
223kcal
16.5g
　8.7g
　1.5g

はら だ

白菜
ボイルホタテ
ぶなしめじ
人参（短冊切り）
オリーブ油
豆乳（成分無調整）

……………………800g
…………120g
……………150g
…………40g

…………大さじ1
…4カップ

……………大さじ2
…………大さじ2

………………大さじ4
…2g

………………………少々
………………少々

材料（4人分）

作　り　方
❶白菜は葉と軸に分け、軸は大きめの短冊切り、葉はザク切りにする。
❷ボイルホタテはペーパーで水気をとる。
❸深めの鍋にオリーブ油・白菜の軸・しめじ・人参・塩・こしょうを
入れ、弱めの中火で白菜の軸の透明感が出るまで炒める。
❹白菜の葉・ホタテ・豆乳を加え、蓋をして煮る。
❺具材に火が通ったら白味噌を加え、水溶き片栗粉を加えてひと煮立
ちさせる。
❻器に盛り、パセリを散らす。

白菜のホワイト豆乳シチュー

106

●人　口：75,642人（－12人）　男36,995人（－11人）　女38,647人（－1人）
●世帯数：28,642世帯（＋22世帯）　●11月の出生数：36人　●11月の死亡数：87人

《常住人口12.1現在》
（　）内は前月比較

　2008年に長男、2011年に次男が、元気に産まれてく
れました。長男は思いやりがあり優しい子に、次男は明る
くやんちゃ坊で、いつもパワーをくれます。
　私は勤務時間の関係から、平日は子どもたちには会えま
せん。少し寂しい思いをさせているかもしれませんが、長
男は、そういう顔を見せず弟の面倒をみてくれています。

次男はまだ甘えていますが、自
分の出来ることをやろうとする姿
に、日々感動しています。それは
周りの支えであったり、妻の子ど
もへの愛情のおかげです。
　これからも育児でいろいろある
とは思いますが、感謝の心を忘れ
ずに、子育てを楽しみたいです。
　　　　　　　　　　　（村上）

イクメン
日記

新米パパの




